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研究成果の概要（和文）：クック諸島の4島の湿地で湿地堆積物を採取し花粉分析を行った結果、ラロトンガ島
では約3500年前、アチウ島のアエロラ地区の湿地では約1600年前、同島のティロト湖では約1000年前、マンガイ
ア島では約1000年前から大きな植生変化と木炭片の増加が確認され、それぞれが人類到達年代であると予想され
た。しかし、考古学データよりもラロトンガ島は2500年、アエロラ地区は600年も古い結果であった。また、ア
チウ島では同一の島であっても、調査地点が違うと人類到達年代は大きく違っていた。島への人類到達年代を研
究する際は、島の数か所で試料を採取し、面的に到達年代を考える必要があると考えられた。

研究成果の概要（英文）：Wetland sediments were collected on four islands in the Cook Islands to 
reconstruct vegetation change. As a result of pollen analysis, changes in paleovegetation and 
increase in charcoal fragments were observed in Rarotonga Island Karekare Wetland about 3500 years 
ago, in Atiu Island Aerola Wetland about 1600 years ago and Lake Tilot about 1000 years ago, and in 
Mangaia Island Lake Tiria about 1000 years ago. These ages were thought to be the age of human 
arrival. However, Rarotonga Island was 2500 years older than the archaeological evidence. In 
addition, on Atiu Island, even on the same island, the age of arrival of humans differed greatly 
depending on the survey site. In order to determine the age of human migration to the island, it is 
thought that it will be necessary to collect samples from several locations on the island.

研究分野：花粉分析による古植生復元

キーワード： 東ポリネシア　花粉分析　放射性炭素年代　古植生変遷　人類到達年代
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研究成果の学術的意義や社会的意義
クック諸島の4島で古植生復元を行い、島への人類到達年代を推定した結果、アチウ島ティロト湖とマンガイア
島ティリア湖は約1000年前に人類が到達したと推定され、考古学的研究と非常に調査的な結果が得られた。しか
し、ラロトンガ島カレカレ湿原では約3500年前、アチウ島アエロラ地区は約1600年前と考古学的研究より古い結
果が得られ、さらに同一の島でも到達年代が異なるという結果となった。このことは、島の1地点の結果で到着
年代推定するのは危険であり、複数地点で調査をし、島全体で到達年代を推定する必要があると考えられた。よ
って、考古学的研究においても、複数地点で発掘をする必要があることが示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
東ポリネシア域は，我々人類が最後に到着した地域である。その東ポリネシア域への人類拡
散・到着年代に関する研究は，言語の類縁関係，遺伝子解析，考古学的研究，古環境学的研究な
どから活発に論議されているが，未だ意見の一致を得ていないのが現状である。しかし，人間居
住の直接的証拠となる考古学的研究が重要視される傾向がある。それによれば，人類はビスマル
ク諸島から 4500km を約 450 年で一気に移動し，約 3000 年前に西ポリネシアのトンガ・サモア
まで移動した。しかし，ここで移動を中断し約 1200 年間西ポリネシアに留まり，再び東ポリネ
シアに移動を開始し，1700～1000 年前頃にクック諸島周辺に到達したと考えられている（Kirch，
1997）。しかし，近年の考古学的研究の再検討により初期居住の年代が従来よりもさらに新しく
なっており，東ポリネシアでは 1000 年前以前には初期居住の痕跡が発見されていない現状があ
る（印東，2012）。今回の調査地であるクック諸島は東ポリネシアの入り口にあり，東ポリネシ
アへの人類移動年代の解明には好適かつ重要な場所である。 
 東ポリネシア域の花粉分析による古植生変遷と人類移動に関する研究は，これまで多くの研
究者によって論議されてきた。先行研究としては，ラロトンガ島カレカレ湿原では約 2500 年前
より人類による森林破壊の開始がみられ（Fujiki et al.，2014），マンガイア島では約 2000 年
前より森林破壊の開始がみられる（Kirch, 1996）。また，ラロトンガ島は約 4000～5000 年前に
海岸で離水が始まり，順次海岸線が進出していった。考古学的研究では本地域の古ポリネシア人
の痕跡は約 1000 年前ごろであるが，その頃はすでに海岸低地がかなり形成され，居住可能な平
坦地が提供されていたと考えられ，さらに古い時期の初期居住の痕跡を追跡することができる
（森脇，2017）。片山（1991）はマンガイア島での遺跡の発掘から先史ポリネシア人の居住年代
は，これまで考えられていたよりも 1000 年近くも古く，約 2500 年以上も前に遡る可能性が高い
ことを指摘しており，これは，マンガイア島の花粉分析結果（Kirch,1996）とラロトンガ島の花
粉分析結果（Fujiki et al.，2014）から得られた人類到達年代と調和的である。しかし，東ポ
リネシアでは 1000 年前以前の初期居住の痕跡がまだ発見されていないため（印東，2012），古環
境学的研究と考古学的研究との年代のずれがさらに大きくなっているのが現状である。 
 
２．研究の目的 
東ポリネシア域への人類拡散・到着年代の研究は，様々な方面の研究から議論されてきたが，
考古学的研究結果と遺跡などの年代結果から発表された最新の人類拡散モデルによれば，人類
は西暦 700 年にサモアとトンガからソシエティ諸島に広がり，その後，西暦 1108～1275 年にハ
ワイ，イースター島，ニュージーランドに一挙に広がったとされる（秋道・印東，2020）。しか
し，東ポリネシア域の古環境学的研究では，それ以前に木本花粉の減少，草本花粉・シダ胞子，
木炭片の増加などの人間活動の痕跡が確認された地点が多数あり(Kirch, 1996; Stevenson et 
al., 2017; Kennett et al., 2006 など)，年代の不一致が生じている。また，最新の人類拡散
モデルは，西暦 1108～1275 年に人類がクック諸島に到達し，サモア・トンガに一番近いクック
諸島の到達年代より，さらに遠くのフレンチポリネシアのソシエティ諸島の到達年代の方が古
いということを意味する。よって，人類は拡散時にクック諸島には寄らずに通過してしまったの
かという問題が発生する。そこで，東ポリネシアの入口にあたるクック諸島の 4島の湿地で堆積
物を採取し，年代測定および花粉分析・木炭片分析を使用した古植生復元を行い，人類活動を予
測し，その年代から真の人類到達年代を推定することを目的とした。 
 

 

図１：クック諸島位置図および調査した島の位置図 



３．研究の方法 
 今回の調査地域であるクック諸島は，北クック諸島と南クック諸島に区分され，南クック諸島
に火山島が分布しており，火山島と隆起サンゴ礁であるマカテアの境界に湿地が点在している。
今回はラロトンガ島，アチチウ島，マンガイア島,マウケ島の 4島のマカテア後背の湿地で，2018
年 8月，2019 年 3 月および 8月に現地調査を行い，ピートサンプラーを用いて，5.5～7.5m の湿
地堆積物を採取した（図１）。採取した湿地堆積物は，現地で記載および試料分割，放射性炭素
年代測定用試料採取を行い，日本に持ち帰った。花粉分析用試料には，水酸化カリウム，塩酸処
理，塩化亜鉛比重分離処理，アセトリシス処理を施し，化石花粉・胞子を堆積物から抽出し，プ
レパラートを作成した。作成したプレパラートを顕微鏡観察により，化石花粉・胞子の同定およ
び個数測定，木炭片の断面積測定，写真撮影を実施し，得られた個数は，木本類花粉を基本数と
して，各分類群の出現率を割り出し，花粉変遷図を作成し，古植生変遷を復元した。また，放射
性炭素年代測定用試料には，AAA 処理を施し，乾燥後に外部に測定を依頼し，堆積年代を推定し
た。 
 
４．研究成果 
 現在までにアチウ島アレオラ地区とマンガイア島ティリアラ湖の分析がほぼ終了している。
その他，ラロトンガ島カレカレ湿原およびアチウ島ティロト湖の分析が大まかに終了している。 
 
アチウ島アレオラ地区から得られた湿地堆積物の花粉分析結果では，約 1600 年前にタコノキ
属の木本花粉とヘゴ科の木本シダ胞子の急減とともに，イネ科やカヤツリグサ科の草本花粉と
単条溝型や三条溝型シダ胞子の草本シダ胞
子および木炭片の急増が確認された。モク
マオウ属のトクサバモクマオウとココヤシ
属のココヤシは，人類が拡散時に東ポリネ
シアに持ち込んだ植物であると言われてお
り(Whistler, 2009)，それらが植生変化時
に出現・増加し始めた。同様の現象は, ソ
シエティ諸島のモーレア島（Stevenson et 
al., 2017），オーストラル諸島のラパ島
（Kennett et al., 2006）でも確認されて
いる。Stevenson et al. (2017）はこの現
象を人類到達後の人類による植生改変であ
ると報告している。よって，本島への人類
到達年代は約 1600 年前であると推定され
た（図 2）。ココヤシ属は人類が持ち込んだ
植物であると言われているが，人類到達以
前にもココヤシ属花粉が出現している。コ
コヤシは，野生型の殻が厚く，胚乳の量が
少ない Niu kafa タイプと，栽培型の殻が薄
く、胚乳の量が多い Niu vai タイプに分け
られ，殻が厚い野生型が海洋散布に適して
いる(Harries, 1978)。よって，人類拡散以
前に、野生型のココヤシが海洋散布によっ
て東ポリネシアへ分布を拡大したと考えら
れた。実際，ソサエティ諸島のモーレア島
では，4640 ± 30 BP のものとされるココ
ヤシの内果皮が発見されている(Kahn et 
al., 2014)。 
 マンガイア島ティリアラ湖畔から得られ
た湿地堆積物の花粉分析結果では，約 1000
年前に木炭片の急増が確認できたが，タコ
ノキ属の木本花粉の減少，イネ科などの草
本花粉，単条溝型シダ胞子などの草本シダ
胞子の増加，ココヤシ属花粉の出現は，少
し遅れて約 900 年前に起こっていた。また，
アチウ島でも確認されたヘゴ科の木本シダ
胞子の減少，モクマオウ属の増加はさらに
遅れて約 600 年前であった。以上のことか
ら，約 1000～600 年前に人類がマンガイア
島に到着し，植生改変を行ったと考えられ
た。また，ティリアラ湖近くには人類初期
居住遺跡であるタンガタタウ岩陰遺跡があ
り，この遺跡では，約 800～600 年前に海鳥

図２：アチウ島アエロラ地区の湿地堆積物 
   から得られた化石花粉・胞子変遷図 



3 種，陸鳥 8種の絶滅が確認されており（Kirch，2017），ティリアラ湖の古環境学的結とンガタ
タウ岩陰遺跡の考古学的結果と調和的であると考えられ，約 1000～600 年前に人類がマンガイ
ア島に到着したと推定された。 
ラロトンガ島カレカレ湿原とアチウ島ティ
ロト湖の試料に関しては，まだ大まかな花粉・
木炭片分析ではあるが，ラロトンガ島カレカ
レ湿原では約 3500 年前，アチウ島ティロト湖
では約 1000 年前に植生変化と木炭片の増加
が確認された。それぞれの年代が人類到達年
代であると予想される。ティロト湖湖底堆積
物の化学分析によれば（Sear et al.,2020），
約 1100 年前にヒト／ブタの糞の痕跡が確認
され，約 1000 年前に湖の有機炭素が変化し，
約 900 年前に集水域の攪乱が確認されてい
る。よって，ティロト湖の結果は非常に調和
的な結果が得られそうである。しかし，アチ
ウ島の両地点の植生改変の年代が大きく違っ
ていることが問題である。このような結果は，
マンガイア島も同様にみられる。これは，同
一の島であっても，調査地が異なると人類到
達年代が違う結果が得られる可能性を示唆し
ている。人類が島に到着後，その周辺の植生
を徐々に改変していくが，島全体を改変する
には人口の増加など相当の時間がかかること
が予想され,このように違う年代結果が得ら
れることが予想される。よって，太平洋域の
島への人類到達年代を研究する際は，島の数
か所で試料を採取し，1地点のみではなく,島
全体で到達年代を考える必要があると考えら
れる。 
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